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雑

政
府
の
輸
出
貿
易
振
興
策
に
就
て

録

議

言葉

政
府
の
輪
出
貿
易
振
興
策

に
就
て

谷

彦、

口

で士
下E

侍
ふ
る
所
に
依
れ
ば
、
久

L
く
農
商
務
省
に
於
て
研

究
中
で
あ
っ
た
聡
出
貿
易
振
興
策
は
、
最
}
屯
漸
〈
成
案

を
得
亡
、
近
く
省
案
ご
し
て
決
定
さ
る
、
様
で
あ
る
。

詳
細
な
る
内
容
は
固
よ
り
知
り
得
な
い
が
、
聡
出
振
興

策
Z
し
て
は
、
総
出
商
人
を
し
て
輪
出
組
合
を
組
織
せ

L
め
、
大
龍
夫

ω
如
主
要
項
に
従
っ
て
、
之
に
資
金
融

通
の
迭
を
山
県
へ
ん
ご
す
る
も
の
、
僕
で
ゐ
る
引

一
、
輸
出
組
合
白
組
骨
民
た
る
も
の
は
、
直
接
輸
出
高
印
ぢ
そ
の
債
擢
債

務
開
慌
が
同
際
的
な
る
も
の
に
隈
る
。

て
組
合
組
織
の
地
国
は
之

E
限
定
せ
ず
、
争
国
的
な
る
も
.
府
麟
乃
至

一
都
市
を
地
面
と
す
る
も
治
文
な
〈
、
且
つ
自
由
加
入
ー
と
す
る
ロ

て
組
合
は
車
に
斡
旋
機
関
た
る
に
止
室

P
、
組
合
員
四
管
業
の
一
濁
立
性

第
十
九
容

(
第
五
統

一一
1
0
)

七

λ
四

を
認
め
る
。

て
委
金
山
融
担
は
、
組
合
員
の
管
業
禿
金
と
、
輸
出
手
形
保
需
の
二
種

と
し
、
且
記
等
の
寄
金
を
融
行
が
融
祖
し
た
揚
A
n
位
、
そ
の
七
割
を
限

度
と

L
て
政
府
が
保
誼
ナ
る
a

一
、
政
府
の
侭
詮
純
額
は
、
一
億
二
千
両
闘
を
以
っ
て
最
高
限
度
と
す

る。
政
府
の
所
謂
輸
出
貿
易
振
興
策
に
し
て
車
に
右
の
範

固
に
出
で
な
い
も
の
だ
ご
す
れ
ば
、
共
は
要
す
る
に
輪

出
資
金
に
閲
す
る
金
融
政
策
に
外
な
ら
同
。
私
は
蕊
で

輪
出
金
融
並
び
に
之
に
類
似
の
政
策
が
、
輸
出
を
振
興

す
る
上
に
如
何
な
る
意
義
セ
有
す
る
か
を
考
へ
て
見
た

、
。

言
ム
迄
も
な
〈
一
国
の
貿
易
朕
抽
誌
を
改
善
す
る
方
策

は
、
輸
出
の
促
進
ご
恥
入
の
抑
制

ε
の
両
方
面
に
存
す

る
も
の
な
る
が
、
私
の
見
る
所
で
は
、
一
閥
民
経
済
の

立
場
よ
り
見
る
時
、
問
者
は
根
本
的
に
其
の
性
質
を
異

に
す
る
も
の
、
様
で
あ
る
。
郎
も
輸
出
は
一
克
永
田
出
ω
弘
吉

な
も
の
で
ゐ
ム
リ
、
外
因
に
依
る
こ

Z
大
な
久
・
に
反
し
、

輸
入
は

R
Z
Z
で
あ
り
、
内
因
に
支
配
き
る
、
こ
と
大

な
る
も
の
で
ゐ
る
。
換
言
せ
ば
、
輸
出
の
促
進
は
、
他

闘
の
事
情
に
依
存
す
る
こ
正
大
な
る
に
反
し
・
轍
入
の

大阪朝日新聞(十月宜日)所載。1) 



抑
制
は
、
自
国
の
事
情
に
よ
っ
て
支
配
古
る
、
程
度
の

大
な
る
も
の
で
あ
る
。
真
に
他
の
一
言
葉
を
以
っ
て
せ

ば
、
戦
入
の
抑
制
は
、
自
国
貨
幣
の
謝
内
購
買
力
を
高

め
、
そ
の
諦
外
購
買
カ
セ
低
め
る
こ
正
に
依
っ
て
行
は

る
、
に
反
し
、
輪
出
の
促
進
は
外
園
貨
鮮
の
野
内
購
買

カ
を
低
め
、
そ
の
謝
外
購
買
力
主
一
両
む
る
こ
ご
に
依
っ

て
行
は
る
、
。
例
へ
ば
昔
闘
の
物
岡
慣
が
低
下
し
て
、
米

岡

ω物
師
慣
に
盤
化
一
な
〈
、

R
つ
匁
替
相
場
に
蹴
出
動
な

L

Z
せ
ば
、
図
の
封
米
購
資
力
に
菱
化
な
き
代
h
、
そ
の

野
内
購
買
力
は
高
ま
る
か
色
、
他
の
事
情
に
し

τ同
一

な
る
限
b
、
そ
れ
丈
け
輸
入
は
抑
制
せ
ら
る
ぺ
〈
、
同

時
に
、
弗
の
劃
内
隣
買
力
に
襲
化
な
き
代
、
り
其
の
謝
日

購
買
力
は
高
め
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
火
け
輪
出
は
促
進

さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
か
〈
の
如
〈
輸
出
促
進
の
根
本
動

機
は
、
外
岡
貨
幣

ω
謝
日
購
買
カ
を
ば
、
そ
の
担
割
内
購

買
力
よ
!
り
も
高
か
ら
し
む
る
に
在
る
。
弗
を

L
て
よ
hJ

多
〈
吾
が
商
品
の
購
貨
に
向
は
し
な
る
に
在
る
。
除
出

促
進
が
本
来
宮
ω
比
百
で
あ
る
ご
は
郎
も
此
の
こ
芭
を

指
す
も
の
な
る
が
、
然
ら
ば
、
弗
の
封
日
購
買
カ
を
促

進
す
る
に
は
如
何
な
る
方
策
あ
る
か
?

雑

政
府
自
輸
出
貿
易
振
興
筑
に
就
て

録

一一

弗
の
針
内
購
買
力
は
、
米
国
物
侵
指
数
の
逆
数
で
ゐ

る
か
ら
、
之
を
五
日
が
園
民
の
意
思
に
依
っ
て
左
右
し
得

る
ニ
ビ
の
不
可
能
な
る
は
言
ふ
迄
も
な
い
。
従
っ
て
問

題
は
、
弗
の
劃
日
購
買
力
を
高
む
る
こ
ご
に
依
っ
て
、
そ

の
野
内
購
買
力
ご
の
聞
に
柏
這
あ
ら
し
な
る
の
一
途
に

録
す
る
o

弗

ω調
日
購
買
力
は
、
第
一
、
に
、
弗
を
以
っ

て
幾
何
の
闘
を
買
ひ
得
る
か
|
|
郎
も
然
替
相
場
1

ー

に
依
っ

τ定
ま
り
、
第
二
に
、
共
の
得
た
る
国
を
以
っ

て
幾
何
の
日
本
商
品
を
由
民
ひ
得
る
か
に
依
っ
て
定
ま

る
o

従
っ
て
怨
替
相
場
に
議
化
な
し
ご
せ
ば
、
弗
の
針

目
購
買
力
は
、
国
の
卦
内
購
買
力
の
増
加
に
比
例
L
て

増
大
す
べ
〈
、
そ
れ
丈
げ
劃
米
輸
出
は
促
準
さ
る
、
で

あ
ら
う
。
又
匁
替
相
場
が
下
落
(
外
貨
き
す
る
な
ら
ば
、

吾
闘
の
物
慣
に
愛
化
な
〈
ご
も
、
弗
の
劃
日
購
買
カ
は

ヲ
ぞ
れ
丈
げ
促
進
さ
る
べ
〈
、
物
慣
が
下
落
す
る
ご
同
時

に
匁
替
相
場
も
亦
下
落
す
る
な
ら
ば
認
の
事
情
に
L
C
同

一
な
る
限
り
、
此
の
場
合
資
際
に
は
錦
替
は
腕
貴
ナ
る
笹
で
あ
る
が
)
士
h

の
相
乗
積
に
り
轍
出
は
促
進
さ
品
、
で
あ
ら
う
。
要
す

る
に
輪
出
促
進
に
劃
し
て
直
接
の
動
機
を
奥
ふ
る
も
の

第
十
九
巷

(第
E
R

扱
一
五
二
)

七
八
五



車t

銀

政
府
の
愉
由
貿
易
振
興
策
に
就
て

第
十
九
巻

(
第
五
油
田
一
五
ニ
)

七
八
六

は
、
潟
替
に
越
化
な
き
限
り
物
価
慌
の
低
下
で
あ
b
、
物
格
の
競
守
に
外
な
ら
ぬ
o

従
っ
て
私
は
、
物
痕
の
影
響

僚
に
鐙
化
な
き
限
り
潟
替
の
侭
下
に
外
な
ら
ぬ
。
を
以
っ
て
最
も
直
接
且
つ
根
本
的
な
要
素
ご
な
す
も
の

輪
出
促
準
芭
聡
入
抑
制
ご
炉
、
共
の
性
質
を
異
に
す
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
一
明
の
促
進
策
は
、
此
の
枚

る
ご

ν
ふ
は
、
二
者
各
1
異
な
る
原
因
に
よ
っ
て
惹
吉
本
動
機
の
備
勺
た
後
に
、
之
を
助
長
す
る
冗
め
の
候
件

起
さ
る
、
ニ
子
伊
」
意
味
し
な
い
。
右
に
通
よ
る
が
如
を
供
す
る
に
渇
き
ぬ
も
の
で
あ

h
、
政
府
の
輪
出
貿
易

〈
、
一
園
凶
物
償
を
引
下
げ
る
時
は
、
こ
の
一
良
因
は
振
興
策
も
亦
此
の
例
に
外
な
ら
ぬ
。
勿
論
此
の
根
本
動

よ
〈
並
(
園
管
融
市
の
劉
内
調
値
を
増
し
て
聡
入
を
抑
制
す
機
の
一
備
は
る
に
於
て
は
、
此
等
の
諸
僚
件
は
、
あ
れ
ば

る
ご
同
時
に
、
外
国
物
償
ご
掛
川
替
に
麹
化
な
き
限
り
、
あ
る
丈
り
北
一
の
効
果
を
俊
明
押
し
得
る
で
あ
ら
う
け
れ
ど

外
岡
貨
僚
の

J

其
岡
仁
劃
す
る
購
買
力
を
高
め
て
輸
出
を
も
、
根
本
動
機
一

ω備
ら
、
さ
る
に
是
等
の
僚
件
の
み
存
す

促
進
す
る
こ

Z
、
な
る
で
あ
ら
う
o

ぞ
れ
故
に
、
一
を
る
ニ
ご
は
、
あ
れ
げ
と
も
無
き
に
等
し
き
結
果
さ
な
る
で

官
民
認
さ
言
ひ
他
を

R
民

Z

Z
言
ふ
も
、
共
は
唯
村
い
あ
ら
う
。

直
接
原
因
に
於
け
る
相
違
、
若
く
は
影
響
の
過
程
に
於
五
円
闘
今
日
の
輸
出
不
振
は
、
言
ふ
迄
も
な
〈
物
債
の

け
る
相
違
に
過
ぎ
な
い
こ

Z
は
勿
論
で
あ
る
o

高
き
こ
ご
が
そ
の
根
本
原
因
で
あ
る
o
今
日
の
如
き
物

闘
よ
り
貿
易
賦
態
は
物
僚
に
依
つ
て
の
み
左
右
き
る
債
正
活
替
に
於
て
は
、
諸
外
岡
貨
惜
の
針
日
購
買
力

る
も
の
で
は
な
く
、
検
出
口
聞
の
品
質
改
良
、
新
市
場
の
は
、
ぞ
れ
ぞ
れ
の
濁
内
購
買
カ
よ
り
も
透
か
に
低
く
、

開
拓
等
物
価
恒
正
直
接
の
関
係
な
き
輸
出
促
進
第
も
あ
り
従
っ
て
吾
が
商
品
の
買
付
け
を
刺
戟
す
べ
き
理
由
が
な

得
る
け
れ
ど
も
、
今
日
何
れ
の
世
界
市
場
三
雄
も
一
図
一
ぃ
。
此
際
吾
闘
の
採
る
べ
き
輪
出
促
進
策
は
、
物
債
の

の
獅
占
を
夢
む
べ
か
ら
F
る
は
朗
ら
か
で
あ
り
、
新
市
↑
引
卜
げ
に
依
っ
て
総
出
の
根
本
動
機
ヤ
喚
起
す
る
外
に

場
の
開
拓
は
鯖
す
る
所
、
品
質
及
び
国
間
格
の
競
府
中
で
あ
途
は
な
い
。
芸
他
の
一
切
の
施
設
は
、
此
の
動
機
の
喚

る
。
き
う
し
て
品
質
及
び
債
格
の
競
字
は
要
す
る
に
額
起
さ
れ
た
る
後
仁
於
て
、
若
〈
は
ぞ
れ
芭
同
時
に
、
施



設
さ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

一一一

れ
に
ヒ

y
ト
を
得
た
も
の
だ
芭
す
れ
ば
、
主
一
は
舷
に
刻

一
一
し
℃
飢
を
索
む
る
の
類
で
あ
ら
う
。
何
故
か
ご
言
ふ

策 平一卜卜十九八七六五四三ニ-
ー

依'[均月月月

つ叉
7こ政

も府
のの

1:' 車百k
z出

す振 i 一 一れ興|主主完夫会会 g 章夫一望五J型空

ば策 1 "1三十十十九八七六五四三 二一
、."守 | 一一ー 二二

一昨州、 I~!~J 月月月月月月月月月月月月 九

?主(一 一一一一一一一一一 露首主8官ニ
は閤 |2525X三三三石三 g 宍会会般物ると一物門
少往| 指替日)

〈 年 以 一一一一一一一一一一一一一動相英年zの完天 Eg天童孟三三孟三玉三毛 場活

色部| 監物るり日

fff盆坦企金三塁皇室全立与J-畦:
か l二|平士 1- -1 九八七六五四三ニー

ら 、| 均百五月
歩嘗.
、時

首菌
c U) 
略物
1疲
開門 l直宍歪置君主君実合色合 公会

I二諸 | 平 士士一卜 t 入宅六五回三ニー

ゐ悶|均百月月月月月月月月月月月 九

つ 仁- 償英 LO慣日-
1z 比| 指関たのを木一
上 l 1 主宅金全会会合会会合会夫主主置物ると一物二

にて| 指梓日

、司|ー一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一一政相英年
c- 実ヨヨ 52530史皇室呈 22二 場錆

主毒ま
替で i 股盟主i2
4目高右白色究英語英完完右壷室完 指図たよ

一

九

年

一

日
本
物
目
英
信
日
本
よ
一

伺
を

-

H

見
た

印

m
H
蒋
相
場
る
英
国

英

耽

物

物

憤

指

伺

指

監

指

数

監

H

-
一
日
正
一
宅

月

一

三

百

円

一
口
五
一
口
且

一
口
五
一
口
骨

一
口
耳
一
口
七

一
ロ
ヨ
一
一
口
八

九
品
一
一
口

九
八
-
-
一

九
七
一
一
一
一

品
目
玉
一
一
回

九
百
円
一
一
八

九
日
品
ゴ
一
四

一D
A
〕
一
一
一

九)J 月月月月月月

華量

銀

九

一

一

一

年

日
本
物
日
突
銭
日
本
よ

債

を

一

り

見

た

印
日
U
替
相
場
る
英
岡

英

同

町

物

物

情

指

伺

指

曲

荷

動

町

月
一
口
回
一
一
一
屯

九品川一一一一一

品
九
一
一
」
一

九
点
一
一
己

幸
一
一
一
点

九
回
一
-
一
三
一

九
由
一
ニ
八

九
三
一
一
世
B

A

A

-

-

一屯

七
八
一
=
一

七
省
一
一
九

七
包
一
一
5

2
T
E
E
-

月月月月月月月月

政
府
の
輸
出
貿
易
振
興
策
に
就
て

第
十
九
巻

(
第
五
蹴

一五一一一)

七
八
七

19[9年9月以弗貨加jl"2) 



〈に痕二る
低嘗を割か吾
落然以乃ら闘
すでつ至、の
るゐ τ三今物
でり金持i日債
ゐ、禁ののは
ι之 総高 銭、
うをに位替米
。白居に暴悶
依 然る在落に
り に間るを比
に放は。以し
物任、そっ約
債せ符れて五
がば 替 放 す割
現 、のにるの
在克 暴 今 も高
のに落日向位
如著はの且に
(し寒物つ在

平十十十九八七六五四 三二一

四九均月月月月月月月月月月 月 刀 正
大月
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に 降 一一一一一一-一一一一一一指イえたOを閣十
は z美空盟史男呈吾首呈云云 云三般物る主ー幅一

、般 晶持替日
合宇 ・掛川来年
時主究完売先先完克完究交>t交交 場 1;;;
与苦 控惣るり米
口スーーー-一一一一一ー一一一 M日見閥
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著と
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J 物

霊会
び
jj'，ー
替天

雑

政
府
の
附
出
貿
易
振
興
策
に
就
て

録

場
は
一
九
一
九
年
の

E
宮
間
向
山
口
問
以
来
暴
落
し
て
居
た

か
ら
、
外
国
よ
り
見
た
る
英
図
の
物
侵
は
、
営
時
唱
団
hr

に
諸
外
闘
の
下
位
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
輸
出
の
根
本
動

機
は
例
に
十
分
に
臭
備
さ
れ
て
居
た
が
、
唯
輪
出
金
融

の
同
申
書
に
依
っ
て
そ
れ
が
祖
害
3
れ
つ
、
あ
っ
た
時
期

で
あ
る
。
此
の
如
き
場
合
に
於
け
毛
輪
出
金
融
の
緩
和

は
、
康
吉
止
め
ら
れ
た
る
水
炉
」
決
す
る
如
く
、
輪
出
を

促
進
す
る
に
至
る
は
常
然
で
ゐ
る
。
今
英
国
嘗
時
の
物

価
恨
及
び
鋳
替
相
場
合
示
せ
ば
宿
の
如
〈
で
あ
る
時

日
正
に
由
。
て
見
る
に
、
蛍
時
英
図

ω物
価
恨
は
、
吾
岡
よ

り
鬼
て
約
二
割
乃
至
二
割
五
分
の
低
位
に
在
っ
た
こ
ご

が
判
.
る
で
あ
ら
う
。
然
る
に
吾
闘
の
現
航
に
就
て
、
米

国
に
劃
す
る
同
様
の
関
係
を
見
る
に
ド
次

ω
如
く
な

4
0
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石
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回

五

八

四

一

一

一

月月月月月月月月

五
割
高
を
維
持
す
る
ご
せ
ば
、
骨
川
替
は
約
六
割
七
九
7
.

却
ち
四
十
弗
の
憂
訓
れ
は
肢
か
、
三
十
三
弗
見
嘗
に
落

込
む
ぺ
き
で
あ
ら
う
U

此
の
如
き
妹
態
に
在
っ
て
、
匝

3)英聞の物情持取は Economist(倫敦)に依り、日本のそれは日銀調究(東京)に依る。
日英潟替相場指酎位、正金銀行大阪主席保存白原簿 品替相場表に捕り、倫敦宛
T. T. Sellmgの営業日取に依る平均官共月平均と L、大正と二午じ月平均を wu
として計算 Lたるもの。
日本より阻たる英閣物倒指針とは、上回物{酉拍車H 局替相場描盟主にて除したるも
の、即ち日英鴻替を泊じて見たる英国鞠慣指町四意時てるる。

4)米聞物伺f官町は llradstreet(机育) Iこ掠る。
日米局替相場指駈位、前正同 1:材料に擦り、組育宛 T.T. Sellingを採る。米国
より見たる日本物哨指酎は、上白物関措駈iこ活替却場指離を乗じたるも白。印ち
日米j霜替を担じてJiたる吾聞物慣てある。



々
だ
る
金
融
政
策
を
提
げ
て
起
つ
が
如
き
は
、
輪
出
振

興
に
及
ぼ
す
殺
呆
を
期
す
る
こ
ご
蓋
し
困
難
で
あ
ら

弓ノ。
判
払
は
弦
に
輪
出
振
興
に
関
す
る
具
樫
的
の
積
極
案
と

論
議
す
る
の
徐
裕
を
有
た
ぬ
。
併
し
乍
ら
其
は
車
な
る
一

貿
易
政
策
乃
重
金
融
政
策
に
存
す
べ
き
で
な
い
。
直
接
一

に
有
殺
な
る
臆
急
策
ご
し
て
は
、
物
侵
引
下
に
依
る
外
一

闘
購
買
力
の
促
進
の
外
に
な
く
、
間
接
な
る
根
本
的
方
一

策
ピ

L
て
は
、
単
な
る
貿
易
政
策
以
上
に
、
民
〈
深
(
、
一

産
業
政
策
殊
じ
工
業
政
策
上
か
ら
考
察
さ
る
べ
き
で
あ
一

ら
う
o

回
よ
り
貿
易
乃
至
輪
出
の
立
場
か
ら
の
み
見
る
↑

時
は
、
政
府
の
振
興
策
ご
し
て
俳
へ
ら
る
、
が
如
き
も
「

の
も
亦
、
「
有
る
は
無
き
に
優
る
」
で
あ
ら
う
。
け
れ
H

と一

も
幽
家
の
政
策
は
、
宮
衰
の
墓
所
の
様
に
、
無
き
に
俊
一

る
程
度
の
施
設
に

E
大
の
努
費
を
費
す
べ
き
で
な
い
。
一

特
に
今
日
の
吾
闘
に
於
て
は
、
貧
乏
人
の
蚤
所
ご
同
じ
一

伎
に
、
最
も
緊
急
な
る
用
途
に
向
っ
て
最
も
有
放
に
最
一

少
の
経
費
を
支
出
す
べ
き
で
あ
り
、
一
億
固
の
資
金
は
一

軽
々
に
用
ふ
ぺ
き
で
な
い
。
要
す
る
に
、
吾
図
の
現
娘
一

に
在
っ
て
政
府
の
方
策
な
り
ご
侍
ふ
る
輸
出
振
興
策
の

雑

録

調
塩
最
近
の
乳
児
死
亡
辛

如
き
は
、
之
を
警
へ
ば
、
水
な
き
河
を
決
す
る
が
如
き

も
の
で
あ
ら
う
。
私
は
立
(
が
何
等
か
の
誤
報
な
る
べ
き

こ
ご
を
希
ふ
も
の
で
あ
る
O
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